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【
解
説
】
地
域
密
着
型
金
融

　

「
地
域
密
着
型
金
融
」
と
は
、

「
金
融
機
関
が
顧
客
と
の
間
で

親
密
な
関
係
を
長
く
維
持
す

る
こ
と
に
よ
り
、
顧
客
に
関
す

る
情
報
を
蓄
積
し
、
こ
の
情
報

を

も

と

に

貸

出

等

の

金

融

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
こ

と
で
展
開
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
」
と
定
義
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
本
質
は
、
金
融
機
関
が

長
期
的
な
取
引
関
係
に
基
づ

く
、
質
の
高
い
対
面
交
渉
な
ど

を
通
じ
て
、
早
い
時
点
で
取
引

先
の
経
営
改
善
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
中
小
企
業
金
融
に

お
け
る
貸
出
機
能
の
強
化
に

よ
り
、
自
身
の
収
益
向
上
を
図

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
と
中
小
企

業
の
リ
ス
ク
の
共
同
管
理
や

コ
ス
ト
の
共
同
負
担
と
い
う

基
本
的
方
向
性
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
相
互
の
信
頼
関
係
の
も

と
、
情
報
開
示
を
一
層
推
進

し
、
借
り
手
と
貸
し
手
の
双
方

の
健
全
性
の
確
保
を
目
指
す

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
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琉
球
銀
行
で
は
、
お
客
さ
ま

へ
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供

す
る
窓
口
（
チ
ャ
ネ
ル
）
を
お

客
さ
ま
の
利
便
性
向
上
の
観
点

か
ら
全
面
的
に
見
直
し
て
い
く

と
い
う
「
チ
ャ
ネ
ル
革
命
」
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
「
チ
ャ
ネ
ル
革

命
」
の
一
環
と
し
て
、
お
客
さ

ま
の
利
便
性
を
圧
倒
的
に
向
上

さ
せ
る
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
中
心
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
大
幅
に

増

設

す

る
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
ネ

ッ

ト

ワ
ー
ク
戦
略
」
を
策
定
し
、
２

０
１
０
年
度
よ
り
順
次
実
施
し

　

琉
球
銀
行
は
、
地
方
銀
行
の
基
本
的

な
使
命
は
「
地
域
の
金
融
イ
ン
フ
ラ
を
支

え
る
存
在
と
し
て
、
円
滑
な
資
金
供
給

と
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に

あ
る
」
と
認
識
し
、
本
業
で
あ
る
銀
行

業
務
を
通
じ
た
地
域
貢
献
こ
そ
が
、
地

方
銀
行
本
来
の
あ
り
方
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
琉

球
銀
行
は
県
民
か
ら
お
預
か
り
し
た
預

金
の
大
部
分
を
県
内
の
中
小
企
業

・

個
人
の
皆
さ
ま
に
供
給
し
、
県
経
済

・

社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
地
方
銀
行
に
は
、
地
域
社

会
に
根
ざ
し
た
良
き
企
業
市
民
と
し
て

社
会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
琉
球
銀
行
は
教
育
・
芸
術
・

文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
支
援
や
福
祉

・

環
境
保
護
活
動
な
ど
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

琉
球
銀
行
は
、
こ
う
し
た
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
地
域
貢
献
活
動
に
よ
り
、
地
域

と
と
も
に
持
続
的
な
発
展
を
目
指
し
ま

す
。

　

２
０
０
５
年
３
月
、
金
融

庁
は
「
地
域
密
着
型
金
融
の

機
能
強
化
の
推
進
に
関
す
る

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
公
表
し
、
全
国
の
地
域
金

融
機
関
は
、
２
０
０
５
、
６
年

度
の
二
年
間
に
、
地
域
密
着

型
金
融
の
一
層
の
推
進
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
２
０
０
７
年
か

ら
は
、
「
地
域
密
着
型
金
融
」

が
恒
久
的
な
取
り
組
み
に
な

り
、
各
金
融
機
関
が
独
自
性

を
出
し
た
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
地
域
金
融
機
関

に
は
、
中
小
企
業
再
生
等
に

向
け
て
の
取
り
組
み
、
地
域

経
済
に
お
け
る
経
済
的
役
割

や
存
在
意
義
、
企
業
市
民
と

し
て
の
活
動
な
ど
を
分
か
り

や
す
い
形
で
、
地
域
の
お
客
さ

ま
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

琉
球
銀
行
で
は
、
こ
う
し
た

情
報
を
提
供
す
る
新
し
い
情
報

開
示
手
段
と
し
て
「
り
ゅ
う
ぎ

ん　

ま
か
せ
て
新
聞
」
を
２
０

０
３
年

１２
月
よ
り
発
行
し
て
お

り
、
今
回
の
発
行
で
１４
回
目
と

な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
６
月
号
も
、
写

真
や
イ
ラ
ス
ト
を
増
や
し
、
分

か
り
や
す
い
紙
面
構
成
に
心
が

け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
お
客
さ
ま

に
役
立
つ
情
報
を
中
心
に
、
琉

球
銀
行
の
活
動
を
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
本
紙
を
年
二
回

の
頻
度
で
発
行
し
ま
す
の
で
、

ご
愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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新
た
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戦
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実
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よ

　

新
た
な
戦
略
の
実
施
に
よ

り
、
お
客
さ
ま
の
身
近
に
あ
る

り
、
お
客
さ
ま
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身
近
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あ
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コ
ン
ビ
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エ
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コ
ン
ビ
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日

　

コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、
平
日

午
前
７
時
か
ら
翌
日
の
午
前
２

午
前
７
時
か
ら
翌
日
の
午
前
２

時
ま
で
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・

時
ま
で
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・

祝
日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
８

祝
日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
８

時
ま
で
、
当
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
と
同
等

時
ま
で
、
当
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
と
同
等

の
利
用
手
数
料
で
ご
利
用
い
た

の
利
用
手
数
料
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
増
設
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け
ま
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で
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Ａ
Ｔ
Ｍ
増
設

に
伴
い
お
客
さ
ま
の
利
便
性
は

に
伴
い
お
客
さ
ま
の
利
便
性
は

格
段
に
高
ま
り
、
当
行
が
展
開

格
段
に
高
ま
り
、
当
行
が
展
開

し
て
い
る
「
チ
ャ
ネ
ル
革
命
」

し
て
い
る
「
チ
ャ
ネ
ル
革
命
」

の
効
果
を
お
客
さ
ま
に
実
感
し

の
効
果
を
お
客
さ
ま
に
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し

て
い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

琉

球

銀

行

は

引

き

続

き

　

琉

球

銀

行

は

引

き

続

き

「
チ
ャ
ネ
ル
革
命
」
の
さ
ま
ざ

「
チ
ャ
ネ
ル
革
命
」
の
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
の
展
開
を
は
か
り
、

ま
な
施
策
の
展
開
を
は
か
り
、

「
ま
す
ま
す
便
利
な
銀
行
」
を

「
ま
す
ま
す
便
利
な
銀
行
」
を

実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

同
戦
略
に
基
づ
き
、
２
０
１

０
年
度
は
主
要
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
（
沖
縄
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
、
ロ
ー
ソ
ン
沖
縄
）
全

店
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
設
置
す
る
予
定

で
す
。

　

新
た
な
戦
略
の
実
施
に
よ
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、
お
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さ
ま
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身
近
に
あ
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コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
琉

球
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Ｔ
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５
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加
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ま
す
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、
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の
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果
を
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客
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に
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
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き
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ネ
ル
革
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」
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な
施
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の
展
開
を
は
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り
、
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ま
す
便
利
な
銀
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実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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